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流域レベルでの責任ある水資源管理: 

• 社会的に公平である
• 環境的に持続可能である
• 経済的に有益である

 実現に向けた取り組み: 
• ステークホルダーを含む協働的なプロセス

• 拠点レベル及び流域レベルでの⾏動

1.ウォーター・スチュワードシップとは



水資源管理 ウォーター・
スチュワードシップ

流域レベルでの協働アプローチ：

• データに基づく計画・実践
• ⽔利⽤者との協働・調整（コレクティブ・アクション) 
• 流域計画との整合
• 拠点外のContext(背景)に応じた活動

拠点内での重点領域：

• 汚染防⽌と⽔使⽤量の管理
• 内部ガバナンスの強化
• 法令遵守（コンプライアンス）
• すべての従業員に対する

適切な⽔・衛⽣・衛⽣設備
（WASH）の確保

水資源管理 vs ウォーター・スチュワードシップ



2.アライアンス・フォー・
ウォーター・スチュワードシップ
(AWS) の概要



アライアンス・フォー・ウォーター・
スチュワードシップ (AWS)

AWSは、企業、NGO、政府関係者が協働する
国際ネットワーク

世界の淡⽔資源を守ることを⽬的に、
AWS規格・認証制度を通じて、優れたウォー
ター・スチュワードシップの取り組みを推進す
る。

重点セクター
• 農業サプライチェーン
• ⾷品・飲料製造
• 製薬・化学・パーソナルケア
• テクノロジー & マイクロエレクトロニクス
• 繊維・アパレル

230
AWS メンバー数

+

3⽉22⽇
世界⽔の⽇

AWSバージョン3.0 
公開  

350
AWS 認証拠点数

+



230以上のメンバーが参画するグローバルネットワーク
ファンディングメンバー 水問題に特化したNGO 水への意識が高い企業 政府機関 水の専門機関

AWS メンバー



3.ジャパン・ウォーター・
スチュワードシップ(JWS)
の概要



JWSの掲げる⽬標

•AWSへの参画
（能⼒開発・知識共有の取り組みへの参加）

•Japan Water Stewardship Leadership Group 
への参加

•ウォーター・スチュワードシップ戦略の策定と
公開

2030年末までに50社の日本企業がウォーター・スチュワードシップにコミット
することを目標とする。



ジャパン・ウォーター・スチュワードシップ(JWS)

• AWSメンバー（⽇本で事業を展開する企業）

• 2025年3⽉始動

• 2025年8⽉ジャパン・ウォーター・スチュワード
シップ フォーラムを開催

• 主な取り組み 
o ⽇本語プログラムの提供 (研修・能⼒開発等）
o 流域における企業間のネットワーク構築や協

同活動の促進
o ⾏政機関との協⼒強化



4.今後の活動計画

• 研修・能⼒開発
     - 知識共有イベント（AWS / JWS 主催）

- AWSグローバルフォーラム（エジンバラ)
       ※6⽉22⽇の週に開催予定

• 流域における企業間のネットワーキング

• セクター横断的な協働活動
（コレクティブ・アクション）



ご清聴ありがとうございました。

詳細はこちら: www.a4ws.org

お問い合わせ: 
【難波 圭 / Kei@a4ws.org 】

http://www.a4ws.org/


Alliance for Water Stewardship, AWS and the water droplets logo are the trademarks of Alliance for Water Stewardship (SCO45894). 
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